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【年通号数】公開・登録公報2008-003
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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/27     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月5日(2008.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長周期格子を含む光センサを提供する段階、
　該光センサに光学的に接続された光導波ループを提供する段階、
　ファイバループリングダウン分光法を用いて、試験媒体に曝露されたセンサの少なくと
も一つの光学的性質と、試験媒体の非存在下におけるセンサの少なくとも一つの対応する
光学的性質とを測定および比較する段階であって、該比較の結果が一つまたは複数の化合
物の検出を示す、段階
を含む、試験媒体中の一つまたは複数の化合物を検出するための方法であって、
　　該ファイバループリングダウン分光法が、
　　輝度変調された基準位相の光を光導波ループ中に発する段階、
　　光導波ループに沿って該光の位相を検出する段階、および
　　ループに沿って検出された該光の位相を基準位相と比較する段階
　を含み、検出された位相と基準位相との比較が光センサの該少なくとも一つの　光学的
性質に関する情報を提供する、
方法。
【請求項２】
　固相マイクロ抽出膜を長周期格子に配置する段階をさらに含み、
　一つまたは複数の化合物が固相マイクロ抽出膜中に選択的に分配される、請求項1記載
の方法。
【請求項３】
　選択的分配が、固相マイクロ抽出膜に対する一つまたは複数の対象化合物の親和力に基
づく、請求項2記載の方法。
【請求項４】
　長周期格子を含む光センサを提供する段階、
　該光センサに光学的に接続された光導波ループを提供する段階、
　ファイバループリングダウン分光法を用いて、試験媒体に曝露されたセンサの少なくと
も一つの光学的性質と、試験媒体の非存在下におけるセンサの少なくとも一つの対応する
光学的性質とを測定および比較する段階であって、該比較の結果が一つまたは複数の化合
物の検出を示す、段階
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を含む、試験媒体中の一つまたは複数の化合物を検出するための方法であって、
　　該ファイバループリングダウン分光法が、
　　光導波ループを複数の光パルスで照射する段階、
　　ループに沿った一つまたは複数の場所で該光パルスの往復を検出する段階、　および
　　該光パルスのリングダウン時間を測定する段階
　を含み、該リングダウン時間が光センサの少なくとも一つの光学的性質を示す、
方法。
【請求項５】
　固相マイクロ抽出膜を長周期格子に配置する段階をさらに含み、
　一つまたは複数の化合物が固相マイクロ抽出膜中に選択的に分配される、請求項4記載
の方法。
【請求項６】
　選択的分配が、固相マイクロ抽出膜に対する一つまたは複数の対象化合物の親和力に基
づく、請求項5記載の方法。
【請求項７】
　一つまたは複数の化合物に曝露された場合に変化する少なくとも一つの光学的性質を有
する、長周期格子を含む光センサ、
　該光センサに光学的に接続された光導波ループ、
　光を光導波ループ中に発するための光源、
　光導波ループに沿って、光センサを通過した該光を検出するための光検出器、および
　検出された光を解析するための手段
を含み、
検出された光が光センサの該少なくとも一つの光学的性質に関する情報を提供する、
試験媒体中の一つまたは複数の化合物を検出するためのシステム。
【請求項８】
　光源が、輝度変調された基準位相の光を発し、
　光検出器が、光導波ループに沿って該光の位相を検出し、
　解析するための手段が、ループに沿って検出された該光の位相を基準位相と比較するた
めの手段を含み、
　検出された位相と基準位相との比較が光センサの少なくとも一つの光学的性質に関する
情報を提供する、
請求項7記載のシステム。
【請求項９】
　光源が光導波ループを複数の光パルスで照射し、
　光検出器がループに沿った一つまたは複数の場所で該光パルスの往復を検出し、
　解析するための手段が、該光パルスのリングダウン時間を測定するための手段を含み、
　リングダウン時間が光センサの少なくとも一つの光学的性質を示す、
請求項7記載のシステム。
【請求項１０】
　長周期格子に配置された固相マイクロ抽出膜をさらに含み、
　一つまたは複数の化合物が固相マイクロ抽出膜中に選択的に分配され、
　一つまたは複数の化合物の分配が、長周期格子の少なくとも一つの光学的性質を変化さ
せる、
請求項7記載のシステム。
【請求項１１】
　一つまたは複数の対象化合物の固相マイクロ抽出膜中への選択的分配が可逆性である、
請求項10記載のシステム。
【請求項１２】
　選択的分配が、固相マイクロ抽出膜に対する一つまたは複数の対象化合物の親和力に基
づく、請求項10記載のシステム。
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【請求項１３】
　少なくとも一つの光学的性質が屈折率である、請求項7記載のシステム。
【請求項１４】
　光が、赤外線(IR)、可視光線および紫外線から選択される少なくとも一つの波長を有す
る、請求項7記載のシステム。
【請求項１５】
　光導波ループが単一モード光ファイバを含む、請求項7記載のシステム。
【請求項１６】
　それぞれが長周期格子および固相マイクロ抽出膜を含む、2つ以上の光センサを含む、
請求項7記載のシステム。
【請求項１７】
　それぞれが長周期格子および固相マイクロ抽出膜を含む、2つ以上の光センサを提供す
る段階を含む、請求項1記載の方法。
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